
長沼町総合振興計画審議会 福祉部会（第２回）議事概要 

 

１．日 時  令和２年１１月２７日（金） ９時０３分～１０時１５分 

２．出席者  〔委員〕青野部会長、瀬川会長、長井副会長、市東委員、廣岡委員（欠席：林委員） 

〔役場〕子ども育成課子ども支援係 佐々木係長、保健福祉課 白川課長補佐、 

税務住民課税務係 麻田係長 町立長沼病院事務局 市村次長、 

政策推進課 佐藤企画官、三浦課長補佐 

３．内 容 

（１）第 1回福祉部会協議内容について委員からの質問、意見に対し、担当課から回答 

 基本構想  

Ｑ：「ひとと自然の共生 きらめく田園と交流のまち ながぬま」の「きらめく」とはどのよう

な考えで使ったのか 

 Ａ：緑の充実や農業の振興は本町のまちづくりの普遍的なテーマであると考えており、美しい

農村景観を照らす日の光や、水田の水面、農作物に付着する朝露、澄んだ空気の中で瞬く夜

空の星など、あらゆる自然の恵みを表すとともに、そこで生まれるひとの交流、エネルギー

などを表す総称として「きらめく」という言葉を使用しています。6 期計画からは、自然と

共生するという視点を加え、長沼町らしく個性を活かし、且つ持続可能な発展を目指すとい

う意味を含め、「自然との共生 きらめく田園と交流のまち ながぬま」というテーマを設

定しました。 

 Ｑ：基本施策が第 5期計画では一つだった 6を第 6期計画では 6と 7とに分けた理由は。 

 Ａ：現行の第 5 期総合振興計画の後期基本計画では、「第 7 章 効率的・効果的な行政運営」

として、『行財政運営、広報公聴活動』に関する項目と『人の交流等』に関する項目が一つの

章として構成されていました。 

6期計画からは、「移住定住促進により人口安定化を図り、持続可能な地域づくりを推進す

る」という新町長のマニュフェストに基づき、『ひとの交流』の部分にもより重きを置くこと

を目的とし、各々分割し、『行財政運営、広報公聴活動』に関する項目を 「6.健全な行財政

運営で活気あふれるまちづくり」に、『ひとの交流等』に関する項目を、「7.ひとが集まり持

続可能なまち」にまとめることとしました。 

 前期基本計画 

Ｑ：「2．ひとと自然が共生し、美しい景観をつくる・保つまちづくり」 

 ・P60(5)緑化・花いっぱい活動の促進 2)緑と光にあふれるまちづくりの推進 

  「光」に対する施策がない。「光」の部分も具体的な施策を入れたほうが良い。 

  Ａ：当該項目は主に「緑」についての項目であり、「光」に相当する街路灯の整備促進は別の項

で記載されていることから、ここでは「光」の記述を削除します。 

  Ｑ：P60(6)清掃美化 1)整理されたきれいなまちづくりの推進 「整理された」とはどういう

ことか。「きれいな」という意味か。  

  Ａ：清潔な状態（汚れがない、衛生的）の維持に加えて、もっと広い意味で、一斉清掃や地域

による清掃活動によりごみのない環境が保たれ、しかるべき場所にゴミ等を捨て、ルール、

秩序が守られている状態を想定しています。 

 



[意見、質問等] 

委員：テーマについての感想だが、社会トレンドの SDGsに合ったテーマとなっている。「人と

自然の共生」これが一番重要と思う。共生とはどのようなものか調べてみた。 

① 相互に利益を得る相利共生 ②片方のみが利益を得る片利共生 ③片方が利益を得て片

方が害を被る片利片害共生 

 人と自然の関係は、片利片害、害を受けているのは自然、人ばかりが自然から利益を受けて

いる。このままでいくと自然がだめになって共生関係の部分では、人類も滅亡するだろうと

いう事で、喫緊の課題となっている。 

 この総合振興計画のテーマは「人と自然の共生」が入っている。とてもいいテーマだと思う。 

 「きらめく」と「かがやく」はどう違うのかというのも調べたが、ほとんど変わらないが、

「かがやく」は人や物がかがやく、「きらめく」は光が当てられて物事がきらめく、「人がき

らめく」とは言わない。「人の才能がきらめく」と言うことはある。5 期の計画は、「人と緑

がかがやく」と、「人」が入っていた。今回は、「人」が入らず、「田園」がきらめいていると

いう事では、「きらめく」にしたのかと判断した。 

 「ながぬま」と入っているのは、素晴らしいと思った。今回は、このテーマで良いと思った。 

「緑と光あふれるまちづくりの推進」について、「緑」は田園、森林、林など長沼町のそのよ

うなものを象徴しているもの、「光」は電灯などではなく、太陽の恵み、植物が育つ日の光と

いう意味だと思ったので、ここで「光」を削除することについては、もう少し話し合ったほ

うが良いと思う。 

事務局：「光」を入れた場合、具体的な施策が出てこない状況。具体的なものを示せないものは

載せるべきではないという事で、今回削除することで提案している。 

部会長：今の委員からの意見は、「光」とは太陽など大きな意味を示すのではという意見と思う

が、具体的な施策として載せる検討がされていないという事、委員として具体的な施策があ

れば提示願いたい。 

光の部分は、5 期計画では明るい街を作るという事で、予算化し街灯設置する等、他の町に

はないような施策を行ってきたが、今、委員が言われているものは大きな意味合いを持って

いるので、具体的にこれくらいのものを行うことで、委員が思っている意味合いを長沼町で

広げていくという形を示していただいた方が執行する側としては取り扱いがしやすいと思

うので具体的な考えがあれば出していただけると良い。 

委員：「緑と光」とあったので、農業の町にふさわしい日の光のようなイメージだったので、単

独で「光」にあふれるまちづくりというのであれば、長沼町では街灯を整備します、という

ような形で良い。 

委員：ある程度具体的な施策に合わせた表現のほうが良いと思う。 

部会長：今の意見を踏まえ、ここの部分は、事務局案で進めても良いか。 

 

（２）第 6期長沼町総合振興計画(案)に対する意見について 

 ６．健全な行財政運営で活気あふれるまちづくり  

    特に意見なく計画案で了承 

      

 



  ７．ひとが集まり持続可能なまち 

   委員：コミュニティ活動の促進、行政区活動の促進とあるが、だんだん人口が減り行政区活

動の維持が難しいという事で、数年前に行政区の合併や再編という話が上がっていた

が、現在は、再編を希望する行政区が一つしかないと聞いた。一つだけでは、合併や

再編まで手を付けることはできないと思ったが、人数の少ない行政区は、役員など何

年も続けてやるなど大変だと思う。 

   事務局：昨年、行政区長会議で行政区の再編について検討していただいたが、合併したいと

いう行政区が一部のみで、この話は進んではいない。 

   委員：区としての財産などもあり、合併することによりそれらが全体の財産になるのはどう

なのかという意見もあるだろうから簡単に合併してくださいとはいかない。 

   委員：単純に人口で分けるわけにもいかない。運営上、人口等、二つの行政区が一緒になる

と丁度よい規模になると行政サイドで考えても、地域の歴史的なものなどがあって難

しい。行政区の中で班を再編するのも大変。 

   委員：P118 魅力的な地域圏の形成とあるが、近隣市町村(南空知)で連携して行っているこ

とはどのようなことがあるのか。 

   委員：ごみ処理、火葬場、上水道、消防、し尿処理等 

   委員：役場間の人事交流はあるのか 

   委員：国、北海道はあるが、4町での交流はない。 

   委員：病院の広域連携はあるのか 

   委員：構想はあるが、地元に病院がないのはどうか・・・という意見もある。 

   委員：どこの町も病院は大変だが、なくなると・・・、町立病院も建物だけではなく、中身

も検討していると思うが 

   町立病院事務局：診療所にするとなると 19 床以下にしなければならない。それだけのベッ

ド数で足りるのかという問題がある。 

   委員：コロナで北海道への移住が減っている。北海道は医療体制が整っていないので、医療

体制が整っている都市圏の近隣への移住が増えているとテレビで見た。 

      住むところは、教育環境と医療環境が整備されているところとなる。今までは、教育

環境が整備されているという事で東川町が増えていたが、これからは、コロナのこと

があり、教育環境より医療環境が第 1になっているのではないかという事だった。 

   部会長：この項目も計画案の通りで進めてもらうことで良い 

 

  全体的に 

   委員：今年の地域担当職員の活動状況は 

   事務局：今年度は、行政区の行事自体が少なく呼ばれることは少なかった。 

   委員：地域担当職員として参加しても職員でかたまっていることが多い。行政区の皆さんが

話をしている中に入っていくのは難しい部分もあるが、せっかく制度があり、機会を

いただいた場合は地元の人の話を聞くことが一番大事なのでそのようにしてほしい。 

４．総 括 

 ・テーマについては、事務局案で了承 

 ・前期基本計画 ２．人と自然が共生する美しいまちの P60(5)の 2)光を削除することで了承 



 ・全体的に、特に修正、変更点はなし 

 ・今回の部会で検討は終了 

 


